
高屋小校・３年 単元名『高屋ものしり博士・地域の名産を知ろう』の流れ（探究過程）と活動の実際 担当【深田 悠平】
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◆成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）

○タブレットを効果的に活用できた。わかったことををグーグルスライドにまとめ，発表会で保護者に発信することができた。
△コロナ禍では，工場見学は中止をしたり，出前講座を延期したりする必要があった。スケジュールの調整が困難であった。
☆コロナ禍であることを見越して工場見学やゲストティーチャーなどの手配をしていきたい。

☜

☜

◆単元のねらい 自分たちが住んでいる高屋町について調べ、地域を大切にする人々の思いを知ることで，その思いを引き継いでいくことの難しさや大切さについて考えようとする態度を養う。
地域の特産品について，そのよさを知り，人に伝えることができる情報発信力の基礎を身に付ける。

高屋町にある物や
産業を知っている
かな。

工場が多い理由を
考え，どんな産業
かさかんなのかを
考えよう。

町探検をして，わ
かったことをまと
めよう。

物や産業を知るた
めにはどうすれば
よいか考えよう。

お家の人や地元の
人に聞いてみよう。

町探検に行って調
べてみよう。

お家の人や地元の
人に聞いたことを
まとめよう。

高屋町には何があ
るのか白地図にま
とめて色分けをし
よう。

高屋町にある有名
な物や産業をまと
めよう。

ジーンズソムリエ
出前講座を受講し
て繊維産業のこと
やデニムの魅力に
ついて知ろう。

学習発表会で保護
者や地域の方にま
とめた資料を発表
する。

高屋町にある有名
な物や産業をグー
グルスライドにま
とめる。

町探検で分かった
高屋町のジーンズ
やデニムに関する
ことをまとめる。




